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第６章 施策の展開 
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１．施策の展開 

 

― 白石市次世代育成支援行動計画施策体系 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 基本的な視点 ○

１．安心して子育てできるまちづくり 

２．共に支えあう地域づくり 

３．夢や希望のもてる次代の親づくり 

○ 基 本 目 標 ○ 

１．地域における子育て支援 

２．乳幼児及びその保護者の健康の確保・増進 

３．教育環境の整備 

４．生活環境の整備・安全の確保 

○ 基 本 理 念 ○

子ども・親・地域 

みんなが育ちあうまちづく

子ども・親・地域 

みんなが育ちあうまちづくり 
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 ＜基本目標１＞ 地域における子育て支援 

   
   
    （１）地域における保育・子育て支援サービスの充実 

    
   
    （２）ワーク・ライフ・バランスの理解の推進 

    
   
    （３）障害児施策の充実 

    
   
   （４）児童の権利擁護と虐待防止対策の充実 

 

 ＜基本目標２＞ 乳幼児及びその保護者の健康の確保・増進 

   
   
   （１）子どもや保護者の健康の確保 

    
   
   （２）小児医療の充実 

    
   
   （３）母子保健事業の充実 

 

 ＜基本目標３＞ 教育環境の整備 

    
   
   （１）児童の健全育成 

    
    
  
  
  

（２）子どもの生きる力の育成に向けた学校の 

   教育環境等の整備 

    
   
   （３）家庭や地域の教育力の向上 

 

 ＜基本目標４＞ 生活環境の整備・安全の確保 

   
   
    （１）安全・安心まちづくりの推進 

 

 

○ 基 本 施 策 ○ 
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＜基本目標１＞ 地域における子育て支援 

― 現況と課題 － 

核家族化の進行や共働き家庭の増加、地域コミュニティの希薄化等により、子

どもや子育て家庭をとりまく環境が変化し、家庭や地域での子育て機能の低下や

保護者の育児不安、子育てに関する情報や相談の不足等が懸念されています。 

こうしたなか、本市では保育所サービスの充実をはじめ、地域子育て支援セン

ター並びに子育て支援サブセンター事業、ファミリー・サポート・センター事業、

親子の居場所づくり等の各種事業を推進しています。 

子育てニーズ調査によると、就学前児童がいる家庭において、保育サービスを

利用している家庭は約７割を占め、保育園と幼稚園の利用が圧倒的に多くみられ

ます。 

一方、地域子育て支援センターやファミリー・サポート・センターの利用状況

は共に低く、まだ活動が十分に浸透していないことがうかがえます。 

今後は、子育てをしている人が安心して働くことができるよう、多様なニーズ

に応じた利用しやすい保育所サービスの提供に努めるとともに、仕事と生活の調

和の実現に向けた取組を推進していく必要があります。 

また、地域子育て支援センターや子育て支援サブセンターの機能強化、子ども

の権利を大切にする取組等を進め、地域の中で親子がのびのびと子育て・子育ち

していくことのできる環境づくりを推進していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファミリー・サポート・センターの利用の有無

利用している

（したことがある）,

10.2

利用していない

（したことがない）,

88.6

無回答

 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ファミリー・サポート・センターの利用状況 

（就学前児童保護者） 

48.1

47.9

3.9

1.4

1.2

1.2

1.0

0

0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園

保育園

ファミリー・サポート・センター

事業所内の保育施設

民間の保育施設

一時預かり

家庭的な保育

ベビーシッター、家政婦等

特にない

無回答

現在、利用している子育て支援サービス 

（就学前児童保護者） 

地域子育て支援センターの利用状況

利用して

いる

 14.1

利用していない,

84.8
無回答

 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援センターの利用状況 

（就学前児童保護者） 
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（１）地域における保育・子育て支援サービスの充実 

＜今後の方向性＞ 

後期計画においては、仕事と生活の調和のとれた子育てを目指し、多様化する

保育ニーズに対応するため、各種の保育サービスの充実を図ります。 

また、子育て家庭が孤立化しないよう、地域子育て支援センターや子育て支援

サブセンターの機能強化を図り、相談支援や情報提供の充実に努めます。 

さらに、ゆとりを持って子育てが行えるよう、ファミリー・サポート・センタ

ー事業等の活性化等を推進し、特にひとり親家庭は、経済的状況や日常生活にお

いて育児が困難な状況が多く見受けられ、そのための就労支援や日常生活支援が

求められる現状がありますので、ニーズの高いひとり親家庭を優先的に支援して

いきます。 

すべての子どもや子育て家庭を応援する観点に立った施策を総合的に推進して

いきます。 

 

■具体的施策 

事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

保育園運営事業 
 
 
 

子ども
家庭課 
 
 

保育に欠ける児童の保育施設へ
の入所を実施します。 
家庭や地域社会と連携をとりな
がら、児童の健全な心身の発達
を図ります。 
 
 

保育に欠ける児童の保育運営事業
として、よりよい環境整備・子育
て支援の充実に努め、今後も家庭
や地域社会・関係機関と連携を図
りながら、児童の健全な心身の発
達を推進します。また、施設の老
朽化への対応、及び事業運営の一
層の効率化を図るため、管理のあ
り方についても検討していきます。

幼稚園の子育て支援
 
 

学 校 
教育課 
 
 

未就園児に幼稚園の園庭・園舎
を開放しています。 
地域の高齢者の参画を得た世代
間交流を推進します。 
 
 

・未就園児への園開放を継続して
実施します。 

・小学校や保育園との交流活動を
実施し、幼・保・小の連携を図
ります。 

・中学、高校生への職場体験の場
を積極的に提供していきます。

・子育ての先輩である地域の長寿
会、ボランティア等の方々との
交流を図り、子育てに役立てて
いきます。 

・子育て支援、特別支援コーディ
ネーターによる子育て相談や支
援をしていきます。 

休日保育事業 子ども
家庭課 

日曜・祝日など休日の保育ニー
ズに対応するため、保育園にお
いて休日保育を行います。 

19 年度から実施していますが、利
用状況等を検討した結果、22 年度
より一旦事業を休止することとし
ました。今後は、保護者のニーズ
等を把握しながら検討していきま
す。 

第３子以降保育料 
無料化事業 

学 校 
教育課 

保護者に係る経済的負担を軽減
することを目的にした、平成21
年度開始の子育て支援事業で
す。 

平成 24 年度までの施策として開
始されており、今後国の子育て支
援施策の動向をもみながら、対象
年齢等も含め、検討していきます。
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事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

第３子以降保育料 
無料化事業 

子ども
家庭課 

保護者に係る経済的負担を軽減
することを目的にした、平成21
年度開始の子育て支援事業で
す。 

平成 24 年度までの施策として開
始されており、今後、国の子育て
支援施策の動向もみながら、対象
年齢等も含め検討していきます。

誕生祝い金贈呈事業 子ども
家庭課 

白石市民として誕生した新しい
生命が、将来地域の宝となるよ
う前途を祝福し、健やかに成長
することを願って、父母にお祝
い金と記念品を贈呈しています。
（お祝い金 第一子：一万円、第
二子：二万円、第三子以降：三
万円、記念品 市指定ゴミ袋
120 枚） 

少子化対策としての子育て支援の
ほか、市民として誕生した新しい
生命を市民全体で祝福をし、喜び
を分かち合うことで、地域におけ
る子育て支援の重要性の意識向上
を図っていきます。 

子育て支援 
サブセンター事業 

子ども
家庭課 

平成 18 年９月、子育ての孤立
化等を防ぐため、身近なところ
で相談等ができるようにと、市
内の各地区、計 13 か所にザブ
センターを開設しました。 

現在、利用はあまりない状況です
が、地域全体で子育てを支援して
いくという、機運を高めるために
もサブセンターの役割のひとつで
ある、「行政の子育て支援担当部
署の紹介と連携」に重点をおいて
事業を推進していきます。  

あしたば白石 子ども
家庭課 

勤労婦人、勤労者家庭の主婦及
び勤労青少年の福祉の増進を図
るとともに、婦人の地位の向上
と併せて勤労青少年の健全育成
を図るため設置し、各種講座や
サークル活動の支援を行ってい
ます。 
 

指定管理者制度導入も控え、受益
者負担もかんがみながら、社会の
動向を意識し、市民の望む事業を
展開できるように努めます。また、
「地域における保育・子育て支援
サービスの充実」の取組として、
主催事業（定期講座）については、
託児業務を継続できるように努め
ます。 

ファミリー・サポート 
・センター事業 
 
 

子ども
家庭課 

子育てのお手伝いをしてほしい
人（依頼会員）、子育てのお手
伝いができる人（提供会員）で
構成される会員制の組織で、保
護者がやむを得ない事情で子ど
もを一時預けたいときなど、会
員同士が協力し、育児の相互援
助を行います。 

会員相互の援助活動の促進と、学
習会・講習会等を通じて登録会員
へ子育て情報を積極的に発信しま
す。特に支援を必要とする、ひと
り親家庭の利用に柔軟な対応を行
って支援していきます。安定した
子育て支援活動のために、住民全
般にファミリー・サポート・セン
ターの活動内容等を積極的に発信
し啓発に努めます。 

ふれあいプラザ事業 
（プレイルーム 
「やんちゃっこ」） 
 
 

子ども
家庭課 
 
 

子どもの遊びの広場、親子のふ
れあいの広場として利用できま
す。 
約29坪のプレイルーム内には、
未就学児用の遊具やベビーベッ
ドなどが置いてあり、全天候型
の気楽に利用できる施設となっ
ています。 

幼児とその保護者が気軽に安心し
て遊べる場の提供に努めます。 
また、子育て情報の発信にも努め
ていきます。 
 

地域子育て支援セン
ター 
 
 

子ども
家庭課 
 
 

地域の子育てネットワークの中
心として他機関との連携を図り、
電話や来館等による相談、子育
てサークルの育成支援、子育て
についての情報提供などを行い
ます。 

地域のネットワークを活用して他
機関との連携を図り、育児相談、
子育てサークルの育成支援、子育
てに関する情報提供等に努めます。

スパッシュ 
ランドしろいし 

企 画 
情報課 

市内保育園児・幼稚園児の施設
利用を呼びかけ、無料送迎し、
園外活動の場を提供していきま
す。 

園外活動として、園児らに好評で
あることから、利用回数を増やす
働きかけをするなどして、施設の
効率的な利用を図り、さらに事業
を拡大していきます。 
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事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

HP「おもしろいし
ネット」 

子ども
家庭課 

市の子育て支援情報を総合的に
掲載し、市民が安心して子育て
ができる環境づくりの一助に資
します。 

子育て支援情報の内容の充実、み
やすい・分かりやすいページ作り
に努め、情報提供を行っていきま
す。 

家庭相談事業 福 祉
事務所 

家庭における児童の健全育成に
関すること、及び児童にかかる
家庭の関係に関することについ
て相談、指導を行います。 

個々の家庭の抱える複雑・深刻化
する様々な問題に対して、引き続
き事業を継続することとし、家庭
相談員がコーディネーター機能を
十分発揮し、関係する機関がチー
ムとして対処し、成果の高い事業
としていきます。 

男女共同参画推進 
事業 

子ども
家庭課 

男女が互いにその人権を尊重し、
喜びも責任も分かち合い、性別
にかかわりなく、その個性と能
力を存分に発揮することができ
る男女共同参画社会の実現を目
指した施策を推進します。 
・普及啓発事業の実施 
・男女共同参画専門委員会の 

開催 
・女性委員登用状況調査 

普及啓発事業を継続していきます
（さわやか講演会の開催、女性委
員登用状況調査、情報提供等）。

男女共同参画相談 
支援センター 

子ども
家庭課 

男女共同参画相談支援センター
に相談員を置き、配偶者からの
暴力(DV)、セクシュアル･ハラ
スメントなどの問題に悩む方を
サポートします。また、DV 被
害者の緊急一時保護及び自立の
ための支援活動を行います。 

専門相談員によるＤＶ相談や心の
ケア・カウンセリングなどの精神
的な自立支援、各種情報提供によ
る支援を行うとともに、関係機関
等と連携を図りながら支援活動を
継続していきます。 

広報「しろいし」の
発行 

総務課 「子育て情報」や「健康ひろば」
のページなどに育児情報を掲載
します。 

毎月の定期枠として紙面を確保し、
掲載を継続します。また、みやす
く分かりやすい紙面作りを心がけ
ながら、内容の充実化を図ります。

白石市母子福祉対策
資金貸付金 

福 祉
事務所 

緊急に小口の生活資金を必要と
する母子世帯に貸し付けます。
（貸付限度額／５万円（無利子）

返済方法／６か月以内に全額
返済） 

 

小口生活資金を必要とする世帯に
対し、そのニーズに応えられるよ
う制度の再構築を検討しつつ、引
き続き事業を実施していきます。

母子父子家庭医療費
助成事業 

健 康
推進課 

母子家庭の母親又は父子家庭の
父親で、満 18 歳に達する日以
後の最初の 3 月 31 日までの間
にある者（以下「児童」という）
を養育している方とその家庭の
児童、両親のいない児童に対し、
医療費を助成します。 
助成額は、保健診療の自己負担
相当分のうち、月ごとに通院は
1,000 円、入院は 2,000 円を
超える額です（所得制限あり）。

母子父子家庭における経済的自立
の助長と生活意欲の向上を図るた
め、事務処理の簡素化を進めなが
ら、今後も当該事業を継続して実
施していきます。 

児童扶養手当給付 
事業 

福 祉
事務所 

父親がいない家庭や父親に重度
の障害がある場合、母親又は母
親に代わって児童を養育してい
る方に支給します。対象児童は
18歳の年度末までの児童です。
（心身に一定の障害を持つ児童
は 20 歳未満）。なお、公的年
金や所得により制限があります。

児童扶養手当法に基づき、引き続
き実施していきます。 
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事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

母子相談 福 祉
事務所 

母子家庭の生活、教育、医療費
など経済上の問題や就職、生業、
住宅などの生活上の問題の相談
に応じ、その自立に必要な指導
を行います。 

引き続き事業を継続し、母子世帯
の社会的自立を支援していきます。

私立幼稚園保育料 
助成交付事業 

学 校 
教育課 

保護者に係る経済的負担を軽減
することを目的とした、平成21
年度開始の子育て支援事業で
す。 

平成 24 年度までの施策として開
始されており、今後国の子育て支
援施策の動向をもみながら、対象
年齢等も含め、検討していきます。

ブックスタート事業 生 涯 
学習課 

・ 
社 会 
福 祉 
協議会 

６か月児育児相談時に、赤ちゃ
んとその保護者に絵本を贈り、
絵本の読み聞かせを通して、親
子のふれあいを深めてもらう。

「ブックスタート」のきっかけ作
りとして、ボランティアによる読
み聞かせを行いながら、赤ちゃん
とその保護者に絵本の贈呈（手渡
し）を継続していきます。 

白石市子育てサポー
ター養成講座 

子ども
家庭課 

地域において、子育て中の親等
に対し、子育てやしつけについ
て、友人のような関係で気軽に
相談にのったり、きめ細やかな
アドバイスを行う子育てサポー
ターを養成し、子育て支援体制
の充実を図る。 

地域の人材の発掘・育成を推進し、
子育てサポーターを養成する。ま
た、庁内の子育て支援に関わる各
課・所の連携や地域との協力によ
り、子育てサポーターの有効な活
用を図る。 
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（２）ワーク・ライフ・バランスの理解の推進 

＜今後の方向性＞ 

国において、平成 19 年 12 月にとりまとめられた「『子どもと家族を応援す

る日本』重点戦略」において、「働き方の見直しによる仕事と生活の調和（ワー

ク・ライフ・バランス）の実現」と、「包括的な次世代育成支援の枠組みの構築」

が、次世代育成支援対策における車の両輪として位置づけられています。 

また、少子化の流れを変えるためには、特に父親が育児に積極的に関われるよ

う、ワーク・ライフ・バランス（仕事と家庭生活の調和）を実現していくことが

求められています。 

しかし、昨今の経済危機を反映して、ワーク・ライフ・バランスの推進に消極

的な雰囲気が広がっているほか、ワーク・ライフ・バランスという言葉・意味へ

の理解そのものについても、依然として十分浸透していないのが実状です。 

このため、ワーク・ライフ・バランスに関する国民への啓発推進や企業への周

知徹底など、幅広い取組が求められています。 

こうしたなか、白石市では、平成 21 年度より、毎月第三日曜日を「家庭の日」

と定め、家庭の大切さや家庭の役割を考える機会としています。 

「家庭の日」の取組は、ワーク・ライフ・バランスの具現化を目指すものでも

あり、「家庭の日」等を活用して、ワーク・ライフ・バランスの趣旨の理解促進

や実現化を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク・ライフ・バランスは、「仕事と生活の調和」と訳され、「国

民一人ひとりがやりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責任を果

たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中高年期と

いった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる社会」を

言います。 

平成 19 年 12 月に、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）憲章」と「仕事と生活の調和推進のための行動指針」が策定され、

仕事と生活の調和が実現した社会をめざし、企業や働く人、国などが重

要課題として取り組んでいくこととなりました。 

ワーク・ライフ・バランスとは・・・ 

仕 事 

家庭生活 

地域生活 自己啓発

健康・休養 

様々な活動を、自ら 

希望するバランスで展開

〔 ワーク・ライフ・バランスが実現した姿 〕 

内閣府資料より 
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■具体的施策 

事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

白石市「家庭の日」
制定事業 

生 涯 
学習課 

毎月第三日曜日を「家庭の日」と
定め、毎日を共に過ごす家族のす
ばらしさや、話合いのできる家族
のありがたさを見直すための活動
を行っています。 

白石市「家庭の日」制定事業を通
して、今後も家族が団らんできる
機会の増大を図り、家族が愛情と
信頼の絆で結ばれる家庭づくりを
一層推進していきます。 
また、青少年の健全育成と非行防
止や、家庭の果たすべき役割の重
要性を再認識することにより、ワ
ーク・ライフ・バランスの実現化
を目指します。 
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（３）障害児施策の充実 

＜今後の方向性＞ 

後期計画においても、障害のある子ども一人ひとりの状態に応じたサービス提

供に努め、地域で安心して快適な生活を送れるよう支援していきます。また、家

庭への支援の充実や市民が互いに助け合っていく地域を目指します。 

 

■具体的施策 

事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

障害者福祉サービス
（居宅介護） 

福 祉 
事務所 

重度の身体障害児のいる家庭に
ホームヘルパーを派遣して、介護
などの日常生活の支援を行いま
す。 
身体介護･･食事、排泄、入浴の介

護、衣類着脱など 
家事援助･･調理、衣類の洗濯、生

活必需品の買物など

障害者自立支援法に基づき、引き
続き実施していきます。 

特別児童扶養手当給
付事業 

福 祉 
事務所 

20歳未満の重度又は中度の心身
障害児を療育している方に支給
します（所得制限あり）。ただし､
福祉施設に入所している場合は
除きます。 

特別児童扶養手当等の支給に関
する法律に基づき、引き続き実施
していきます。 

心身障害児通園事業
（白石市ひこうせん）

福 祉 
事務所 

母子通園事業：保護者などととも
に通園できる未就学の心身の発
達に心配のある児童を対象とし
ます。 

障害者自立支援法に基づく児童
ディサービス事業として、引き続
き実施していきます。 

障害児レスパイト 
事業 

福 祉 
事務所 

心身の発達に心配のある小学生
以下の児童の一定時間介護療育
を行います。 

当該事業は、障害児のみならずそ
の家族を含め家庭生活全体を支
援し、その効果も高いことから、
障害者自立支援法に基づく地域
生活支援事業として、引き続き実
施していきます。 

障害児福祉手当給付
事業 

福 祉 
事務所 

20歳未満で著しく重度の障害の
ため常時介護が必要な方に支給
します（施設入所者、３か月以上
の入院を除きます。所得制限あ
り。） 

特別児童扶養手当等の支給に関
する法律に基づき、引き続き実施
していきます。 
 

心身障害者医療費助
成制度 

健 康 
推進課 

次の方に保険診療の自己負担担
当分について助成します（所得制
限あり）。 
①身体障害者手帳１・２級、内部

障害３級又は療育手帳Ａをお
持ちの方 

②特別児童扶養手当１級の支給
対象児童 

③療育手帳Ｂを持ち、かつ職親に
委託されている方 

重度心身障害者の福祉増進と家
庭負担の軽減を図るため、事務処
理の簡素化を進めながら、今後も
当該事業を継続して実施してい
きます。 
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事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

重度心身障害者移動
サービス利用助成 
事業 

福 祉
事務所 

身体障害者手帳、療育手帳、精神
障害者保健福祉手帳をお持ちの
重度障害者の方にタクシー基本
料金相当額又は自家用自動車燃
料費の一部を助成します。 

 

障害児に対して、日常的な交通手
段であるタクシー料金や自家用
自動車の燃料費を助成し、通院や
リハビリなどの社会生活への参加
を促すことを目的とした本事業
は、その効果も高いものと判断さ
れ、今後も事業を継続実施してい
きます。 

心身障害者通園事業
（白石市福祉作業所 

やまぶき園） 

福 祉
事務所 

 
 

雇用されることが困難な在宅の知
的障害者等の心身障害者に対し、
生活訓練及び授産指導を行うと
ともに、これらを通して働くこと
による生きがいと、自立を支援し
ます。 

心身障害者等の社会参加、そして
経済的自立を支援していく必要
が引き続き認められることから、
継続実施していきます。 

福祉プラザやまぶき
委託事業 

福 祉
事務所 

ふれあい室及び相談室を利用し、
市民と障害者の交流や福祉に関
する活動の支援を図ります。 

障害者と健常者の交流及び市民
の自主的なボランティア活動を通
じ、障害者が普通に暮らすことの
できる地域社会の実現を目指す
ため、引き続き実施していきます。

移動支援事業 福 祉
事務所 

屋外での移動に困難のある障害
児に対して、以下に掲げる外出の
ための支援を行い地域での自立
生活を支援します。 
・社会生活上必要不可欠な外出
・余暇活動等社会参加のための

外出 
・通学 

移動困難な障害児に対し有効な
事業であることから、引き続き実
施し障害児の社会参加、自立を支
援します。 
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（４）児童の権利擁護と虐待防止対策の充実 

＜今後の方向性＞ 

近年、子どもたちを取り巻く環境は憂慮すべき状況にあり、全国では、いじめ

や児童虐待をはじめとした子どもたちの人権侵害が大きな社会問題となっていま

す。子どもが心身ともに健やかに育ち、自立していくためには、その最善の利益

を考慮するとともに、子どもを、基本的人権を有する社会の一員として認識し、

自分らしく育つ権利を保障し、確保していく必要があります。 

国際社会では、18 歳未満のすべての子どもの保護と人権の尊重を促進するこ

とを目的として、平成元年 11 月 20 日に、「児童の権利に関する条約」を国連

総会において採択し、我が国は平成 6 年４月 22 日に批准しました。 

また、国は、「児童の権利に関する条約」の採択日にちなんで、平成 12 年

11 月 20 日に「児童虐待防止法」を制定しました。 

こうした社会背景を受けて、白石市においても、子どもの命や人権が尊重され

るよう、「白石市子ども虐待防止連絡協議会」を設置し、取組をはじめましたが、

その後再編し、要保護児童地域対策協議会の機能を持たせた「白石市子どもネッ

トワーク連絡協議会」を組織し、児童虐待防止活動をはじめ、子どもの健全育成

に向けた取組を展開してきました。 

今後も関係機関の連携強化のもとに、「白石市子ども虐待防止ネットワーク」

を構築し、子どもの虐待の防止・撲滅に努めます。 

また、子どもの権利を尊重する意識を高めるため、児童の権利に関する条約の

周知徹底や研修会・イベントなどを通じて、人権意識の高揚並びに児童福祉の理

念の周知を図っていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

～ 児童の権利に関する条約 ～ 
 

「児童の権利に関する条約」は、世界中の子どもが健やかに成長で

きるようにとの願いを込めて、1989（平成元）年 11 月に国際連

合の総会で採択されました。日本は 1994（平成６）年にこの条約

を結んでいます。 

この条約は 54 条からなっており、子どもを人権の主人公として

尊重し、子どもも大人と同じ独立した人格を持つ権利の主体として

捉え、子どもの人権を保障しています。 

また、子どもはまだまだ心や体が発達し、成長する途中にあるこ

とから、特別に保護されることが必要で、子どもは大人から発達を

支援され、援助されなければなりません。 

「児童の権利に関する条約」では子どもの権利として次の４つの

権利を守ることを定めています。 
 

◆生きる権利         ◆育つ権利 

◆守られる権利        ◆参加する権利 
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■具体的施策 

事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

白石市子ども 
ネットワーク 
連絡協議会 

子ども
家庭課

・ 
福 祉
事務所

次代を担うすべての子どもと家庭
を対象に、子どもの健やかな成長
を目指して、保健・福祉・医療・
教育等の関係機関連携のもと、子
育て支援施策の効果的・効率的な
提供を推進するために設置されて
います。 
また、児童の虐待防止や、要保護
児童対策地域協議会の機能も持た
せています。 

次世代育成支援を総合的かつ効果
的に推進していきます。また、当
該協議会のネットワークを活用し、
情報の収集・共有化のさらなる強
化を図りながら、児童の虐待防止
対策のより一層の推進や、子ども
の権利を大切にした子育て支援施
策を推進していきます。 
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＜基本目標２＞ 乳幼児及びその保護者の健康の確保・増進 

－ 現況と課題 － 

子どもが心身ともに健やかに育つためには、母子保健の確保や保護者の健康づ

くりの取組が重要です。 

本市では、妊娠期、出産期、新生児期及び乳幼児期を通じて親と子の健康が確

保されるよう、各種健康診査や訪問指導、相談支援等の充実を図ってきました。 

また、妊婦さんと赤ちゃんのサロン、遊びの教室といった保護者が子育てにつ

いて学び、交流できる場を提供しています。 

また、小児医療については、安心して適正な医療を受けられるよう、就学前児

童を対象に、通院・入院ともに自己負担分について助成を行っています。 

今後も、母親の安全な妊娠・出産を支援するために、健康診査や相談支援等の

事業の充実を図るとともに、保護者に子育て支援サービスの利用を呼びかけ、自

己管理や育児準備等の知識の普及に努める必要があります。 

また、乳幼児に対して、各種健康診査の充実や食育、疾病予防、基本的な生活

習慣の確立に向けた取組を展開し、親と子の健康づくりを支援していく必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の子育て支援サービスを利用したことがあるか
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①子育て情報誌・子育てホっとマップ

②あいあいらんど

③プレールーム「やんちゃっこ」

④ファミリー・サポート・センター

⑤児童館

⑥妊婦さんと赤ちゃんサロン

⑦乳幼児相談

⑧妊産婦・新生児訪問事業

⑨ミニほっぷんちょ・ほっぷんちょ

⑩育児に関する相談

⑪保育園や幼稚園の園庭開放

はい いいえ 無回答

① 子育て情報誌・子育てホっとマップ

② あいあいらんど

③ プレイルーム「やんちゃっこ」

④ ファミリー・サポート・センター

⑤ 児童館

⑥ 妊婦さんと赤ちゃんのサロン

⑦ 乳幼児相談

⑧ 妊産婦・新生児訪問事業

⑨ ミニほっぷんちょ・ほっぷんちょ

⑩ 育児に関する相談

⑪ 保育園や幼稚園の園庭解放
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（１）子どもや保護者の健康の確保 

＜今後の方向性＞ 

今後も前期に引き続き、妊娠期から出産までのきめ細やかな支援、親と子の健

康確保を図るため、各種健診や相談事業の充実、訪問指導、役立つ情報の提供等

を行っていきます。 

また、育児の悩みや不安、ストレスを解消するためのサロンや遊びの教室等の

活動についても充実を図ります。 
 

■具体的施策 

事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

母子健康手帳交付 健 康
推進課 

保健師又は栄養士が個別面接で相
談を受けながら交付しています。

妊娠を機会に、親として成長でき
るような支援を行います。また、
妊娠・出産について経済的・環境
的・身体的な問題等を抱える場合
は、早期に必要な支援を行ってい
きます。 

妊婦一般健康診査
（医療機関委託） 

健 康
推進課 

妊婦健康診査受診票（助成券）を
交付し、医療機関に委託して健康
診査を実施しています。 

妊婦の健康管理の充実及び経済的
な負担の軽減を図り、妊娠中の異
常の早期発見・早期治療を促進し、
安心して出産を迎えられるように
します。 

妊婦さんと 
赤ちゃんのサロン 

健 康
推進課 

妊婦、産婦とそのお子さん（４か
月頃まで）と、助産師・保健師・
栄養士が妊娠・出産・育児などに
ついて、お話しながら過ごすサロ
ンです。希望の方には、個別相談
も行っています。 

妊娠・出産・育児についての不安
を解消できるよう、支援を継続し
て行っていきます。 

乳児家庭全戸訪問
事業 
（妊産婦・新生児
訪問指導事業） 

健 康
推進課 

産婦・新生児に対して、助産師・
保健師が家庭訪問し、子どもの発
育発達の確認と育児に対する相談･
支援を行います。産後の育児不安
や産後うつ病の予防や対応を目的
にエジンバラ産後うつ病質問用紙
票による聞き取りを行っています。

よりよい母子関係の構築、育児不
安の解消や虐待の予防・発見を目
的に、すべての家庭を訪問できる
ように努めます。 

乳児一般健康診査 
（医療機関委託） 

健 康
推進課 

２か月児、８～９か月児健康診査
無料受診券を交付し、医療機関で
健康診査を実施していきます。 

病気の発見、健康の増進、育児不
安の軽減を目的に今後も実施して
いきます。 

乳幼児健康診査・
育児相談 

健 康
推進課 

診察・身長体重測定・個別相談や
健康教育を行っています。 

病気や発達・発育の問題を発見す
るほか、児の健康増進や養育者の
育児不安の軽減を図り、親子を支
援する大切な機会としていきます。

遊びの教室 健 康
推進課 

各種健診・相談等において、発達
の経過観察が必要な乳幼児や育児
不安を抱える保護者などを対象と
して親子遊び、個別相談などを行
っています。 

発達の経過観察が必要な乳幼児や
発達について不安を抱える保護者
を対象として、集団活動や個別相
談等を実施し、親子の支援を実施
していきます。 

養育支援家庭訪問
事業 
（訪問指導事業） 

健 康
推進課 

妊娠・出産・育児について、不安
を抱える家庭及び児の健康や心身
の発達に何らかの問題を抱える家
庭等に対して、家庭訪問を実施し、
養育の支援を実施しています。 

他機関と連携しながら、支援を継
続していきます。 
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事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

特定不妊治療助成
事業 

健 康
推進課 

子どもが欲しくても妊娠できず、
不妊治療を受けているご夫婦の経
済的・精神的負担を軽減するため、
高額の医療費がかかる特定不妊治
療費の一部を助成しています。 

不妊治療を受けている夫婦の経済
的・精神的負担を軽減するため、
高額の医療費がかかる特定不妊治
療費の一部を助成します。 

乳幼児相談 健 康
推進課 

個々の不安を解消するために、育
児に関して個別に相談を実施して
います。 

育児支援や虐待の予防・発見の場
として今後も一層必要性の増す事
業だと考えています。保護者や時
代のニーズにあわせながら今後も
継続して実施していきます。 

 

 

（２）小児医療の充実 

＜今後の方向性＞ 

子どもの健やかな成長のため、今後も医療費の助成を継続していきます。 

 

■具体的施策 

事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

乳幼児医療費助成
事業 

健 康 
推進課 

小学校就学前児童の医療費のう
ち、保険診療による自己負担相当
分を助成します（所得制限あり）。
県内受診は現物給付方式を採用
し、診療費の窓口負担をなくして
いるほか、県外受診は償還給付方
式を採用し、金融機関を通じた口
座振り込みを行っています。 

事務処理の簡素化を進めながら、
今後も当該事業を継続して実施し
ていきます。 
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（３）母子保健事業の充実 

母子保健事業は、「母性並びに乳幼児及び幼児等の健康の確保及び増進」を図

り、心身共に健やかな育児ができるように、子どもや保護者への支援を行うもの

です。 

子どもたちが健康で明るく元気に生活できる地域づくりを目指し、母親の妊娠

期からの適切な健康管理から乳幼児期の基本的な生活習慣の確立、疾病予防、適

切な医療・療育環境の確保、思春期保健の充実等を目指して、下記の取組を推進

していきます。 

 

１）目標：安心して子育てができる 

子どもが健やかに育っていくためには、母親や父親（養育者）が子どもの育

ちを楽しみながらその時期にふさわしい関わりをすることが大切です。子ども

を育てるすべての人が、子どもの育ちを喜び助け合うことを目指します。 

 

 

 

 

 
 

２）目標：生活習慣病を予防できる 

食生活や睡眠・生活習慣の基本は乳幼児期につくられます。また、生活習慣

病の予防は乳幼児期からの正しい生活から始まるといわれています。子どもの

将来のために正しい生活習慣の獲得を目指します。 

 

 

 

 
 

３）目標：妊娠から出産まで安全に過ごせる 

母親となる人が穏やかな気持ちで自分の妊娠を迎え、心身共に健やかな出産

ができることを目指します。妊娠を機に妊婦が自分自身の健康管理に取組、周

囲がそれを支援することが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 具体的施策の推進内容 ◆ 
 

① 子どもの育ちを楽しみながらできる母親や父親を増やすための支援を行

います。 

② 家族が協力して子育てに取り組めることを目指します。 

◆ 具体的施策の推進内容 ◆ 
 

① 正しい生活リズムで過ごす子どもの数を増やします。 

② むし歯の予防に努め、むし歯のない子を増やします。 

◆ 具体的施策の推進内容 ◆ 
 

① 早期から母体管理の重要性について周知を図り、妊娠 11 週以前での妊

娠届出数を増加させます。 

② 喫煙と飲酒が妊婦の体内に与える影響について知識の普及を行います。

③ 妊娠中の食生活等の重要性の周知を図ることにより、妊娠期から出産後

を通して、欠食せずバランスの良い食生活で過ごす妊婦を増やします。 

④ すべての子どもが望まれて誕生されるよう、すべての妊婦が心穏やかに

出産を迎えられるように支援します。 

⑤ 母乳で育児する人の増加を目指します。 
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４）目標：疾病と事故を未然に防げる 

子どもが安全な環境で育つために母親や父親（養育者）が安全な環境づくり

を知り、実践できるようになることを目指します。また、感染症予防のために

適切な時期に予防接種を受けることが重要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５）目標：疾病や障害があっても、適切な医療や養育を受けられる 

何らかの疾病や発達の遅れ等がある場合、その状態をどのように受けとめる

か、どのような養育を選択するかは、子どものその後の育ちに大きく影響する

と思われます。適切な時期に適切な養育を受けられることを目指します。 
 

 

 

 

 
 

６）目標：食育を推進し、乳幼児期から生涯にわたる食生活の基礎が形成できる 

乳幼児期は、食について授乳から始まり、離乳食、幼児食と生涯にわたる食

の基礎作りの重要な時期です。最初の食事である授乳を通して、単に栄養面だ

けではなく、精神的な安定や愛情、信頼感が培われていきます。家族や友達と

の楽しい食事を心がけながら、いろいろな食品に親しみ、味覚とともに五感を

磨く経験をすることが必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７）目標：思春期における心身の変化や健康問題を理解し、自己決定能力を獲

得することができる 

思春期は身体も心も変化が著しく、人格形成にとって大切な時期です。心理

的にも自己の確率をしていく時期でもあり、子どもたちが生命を尊重し、自分

らしく生きることができるような意識的な関わりが大切です。 

また、生活習慣が確立する時期であると同時に、飲酒や喫煙への関心が高ま

る時期でもあります。自分の健康に関して正しい知識を持ち、実践できる十代

の育成を目指します。 

 
 
 

◆ 具体的施策の推進内容 ◆ 
 

① 正しい事故予防が実践できている家庭の増加を目指します。 

② かかりつけの小児科医をもつ親の増加を目指します。 

③ 適切な時期に予防接種を受ける子どもの増加を目指します。 

◆ 具体的施策の推進内容 ◆ 
 

① 発達や疾病の不安がある保護者と子どもに適切な支援を行えることを目

指します。 

◆ 具体的施策の推進内容 ◆ 
 

① 正しい食習慣を送れる子どもの数の増加を目指します。 

② 家族や友だちと一緒に食べる楽しさを味わうことができるようにします。

③ 様々な食べものを味わうことにより味覚の基礎を養います。 

◆ 具体的施策の推進内容 ◆ 
 

① 正しい健康に関する知識を持った十代を育成することを目指します。 



66 

■母子保健事業：目標指標 

指   標 現状（20 年度） 目標値（26 年度）

妊娠１１週以下での妊娠届出の割合 48.2％ 80％ 

妊娠中の喫煙率（母子健康手帳交付時） 10.1％ 0％ 

妊娠中の飲酒率（母子健康手帳交付時） 2.8％ 0％ 

母乳育児（母乳・混合）の割合（乳児家庭訪問時） 94.4％ 95％以上 

生後４か月までの乳児家庭全戸訪問実施率 92％ 100％ 

４か月児健診受診率 95.3％ 100％ 

１歳６か月児健診受診率 95.3％ 100％ 

３歳児健診受診率 97.8％ 100％ 

育児について相談相手のいる母親の割合（３歳児健診） 97.4％ 100％ 

生活リズムの乱れがある子の割合（３歳児健診） 
（９時以降起床、２２時以降就寝） 

起床   0.4％ 
就寝  17.7％ 

0％ 
0％ 

食事時間に乱れのある子の割合（３歳児健診） 1.1％ 0％ 

３歳児の一人平均むし歯数（ＤＭＦ） 1.64本 １本以下 

３歳児のむし歯の有病率 46.1％ 30％ 

周産期死亡数（率） 2人（6.78％） 0％ 

新生児死亡数（率） 0人（0％） 0％ 

乳児死亡数 （率） 1人（3.46％） 0％ 

ＢＣＧ接種率 90.8％ 95％以上 

ＭＲ（麻疹・風疹）１期接種率 95.1％ 95％以上 

十代の喫煙率（中高生）         

男性（中学２年）
女性（中学２年）
男性（高校２年）
女性（高校２年）

0.0％ 
1.4％ 
0.7％ 
0.0％ 

なくす 

十代の飲酒率（中高生）         

男性（中学２年）
女性（中学２年）
男性（高校２年）
女性（高校２年）

1.6％ 
4.3％ 

12.7％ 
11.9％ 

なくす 

エイズについて知っている割合（中高生） 

男性（中学２年）
女性（中学２年）
男性（高校２年）
女性（高校２年）

57.8％ 
69.3％ 
96.5％ 
98.5％ 

増 加 

クラミジアや梅毒等の性感染症について 
知っている割合（中高生） 

男性（中学２年）
女性（中学２年）
男性（高校２年）
女性（高校２年）

17.2％ 
15.0％ 
81.7％ 
80.6％ 

増 加 

薬物乱用の有害性について正確に知って
いる割合 
急性中毒について（中高生） 

男性（中学２年）
女性（中学２年）
男性（高校２年）
女性（高校２年）

32.8％ 
27.9％ 
43.0％ 
31.3％ 

増 加 

薬物乱用の有害性について正確に知って
いる割合 
依存症について（中高生） 

男性（中学２年）
女性（中学２年）
男性（高校２年）
女性（高校２年）

82.8％ 
82.9％ 
88.7％ 
97.0％ 

増 加 
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＜基本目標３＞ 教育環境の整備 

― 現況と課題 － 

少子化や核家族化の進行、また地域とのつながりの希薄化等により、子どもを

取り巻く環境は大きく変化しています。子育てニーズ調査によると、中学生・高

校生において、乳幼児とふれあう機会が「ない」と回答した人は 5 割に達してい

ます。また、近所の大人とのふれあいについては、「あいさつするぐらいの人が

いる」が７割近くを占めており、「話したことはない」、「ほとんど知らない」

という回答も併せて約２割を占めています。 

地域の中で、子どもたちが生きる力や豊かな心を身につけ、次世代の親となり

未来を担っていけるよう、今後も家庭、地域、行政が一体となって、子どもたち

の健全育成や家庭及び地域の教育力の向上に取り組んでいく必要があります。 

一方、学校は知識を深め、その活かし方を学ぶだけではなく、家庭では体験で

きない同世代の集団生活を通じて、友達と遊びたいという欲求を充足させ、社会

性を身につける場です。学校生活の楽しさについて、中学生・高校生にたずねた

ところ、「楽しい」、「まあ楽しい」をあわせた『楽しい』との回答は約 8 割を

占めています。今後も、子どもたち一人ひとりの個性を育みながら、確かな学力

や豊かな人間性、健やかな体力を養成するため、質の高い良好な教育環境の充実

を図っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活について

楽しい , 43.5 まあ楽しい, 35.4

あまり楽しくない, 6.9

楽しくない, 4.6 どちらともいえない,

7.3

無回答

 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校生活について （中学・高校生） 

47.7

31.2

14.2

11.2

5.4

5.0

3.1

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ふれあう機会はない

親戚の子どもと遊んだり、世話をしている

弟・妹と遊んだり町内会や子ども会の活動でふれあう

近所の子どもと遊んだり、世話をしている

学校の授業や行事でふれあう

小さな子どもを含めたサークルやボランティア活動に

参加して、遊んだり世話をしている

その他

無回答

小さな子ども（小学校に入る前の児童）とふれあう機会 （中学・高校生） 
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（１）児童の健全育成 

＜今後の方向性＞ 

保護者の就労支援と子どもたちの健全な放課後の居場所の確保に向けて、今後

も放課後児童クラブや放課後子ども教室の運営を着実に実施していくために、地

域の人々と力をあわせて子どもを育む環境を広げ、学校の空き教室や地域の社会

資源等の活用を検討しながらより良い事業の推進を目指していきます。 

また、前期に引き続き、ジュニア・リーダーの育成や豊かな読書環境づくり、

適正な遊び場や活動の場の提供等を推進し、子どもたちがのびのびと豊かに育つ

よう支援していきます。 

 

■具体的施策 

事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

放課後児童健全
育成事業 
（放課後子ども
プラン推進事業） 

子ども 
家庭課 

保護者の就労等のため留守家庭と
なる児童を対象に、放課後や長期休
暇に児童を預かり、健全な遊びを指
導しています。 

登録児童数の動向や保護者からの
要望を勘案しながら、児童が安全で
健やかに生活し、保護者が安心して
働くことができる環境づくりの一助
を担います。 

放課後子ども 
教室推進事業 
（放課後子ども
プラン推進事業） 

生 涯 
学習課 

すべての子どもを対象とし、放課後
や週末等に子どもたちの安全・安心
な活動拠点を設け、地域の方々の参
画（ボランティア活動等）を得て、
子どもたちの勉強やスポーツ・文化
活動、地域住民との交流活動等を実
施することにより、子どもたちが地
域の中で、心豊かで健やかに育まれ
る環境づくりを推進します。 

学校・保護者のニーズを考慮しなが
ら、放課後児童クラブ事業と連携
し、放課後子どもプランの推進を目
指していく。また、市内子育て支援
事業を統合・改善・廃止により調整
し、より良い事業の推進を図り、事
業効果を高めていきます。 

ジュニア・リーダー 
育成事業 

生 涯 
学習課 

子ども会や児童館・公民館などで、
市内の児童が楽しく、そして活発な
活動ができるように全力でサポート
する中学生・高校生（ジュニア・リ
ーダー）を育成しています。 
・ジュニア・リーダー初級研修会の

開催 
・ジュニア・リーダー中級・上級研

修会の募集 
・ジュニア・リーダーサークルの育

成と支援 

小・中・高校や子ども会の理解を求
め、協働教育によるジュニア・リー
ダーの養成を行っていきます。 

いきいきプラザ 生 活 
環境課 

リサイクルの普及啓発施設、各公民
館、あしたば白石、及び老人クラブ
など市民グループで文化活動をして
いる団体の発表や地域間・世代間交
流ができます。また、ボランティア
団体の支援も行います。 
リサイクル教室：定期・短期にリサ
イクル工作の講座を開設します。

リサイクル教室や「おもちゃの病院」
を継続していきます。 

児童館運営事業 子ども
家庭課 

児童の健やかな育成のため遊びの場
を提供し育成指導を行うとともに、
遊びを通して児童の交流を図りま
す。 

児童館は登録児童だけの施設では
なく、様々な年代の子ども同士が自
由に交流できる場であることを積極
的に広報し、ふれあいの機会の提供
に努めます。 
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事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

ホワイトキューブ 企 画 
情報課 

・新体操教室 
・ミニバスケットボール教室 
・キューブジュニア合唱団 
 
技術の向上と心身の健全な発達を
助長することを目的として活動して
います。 

児童等の健全育成のための活動機
会の拡大をさらに図りながら、本市
の文化・スポーツの振興に努めてい
きます。 

情報センター 
「アテネ」 

生 涯 
学習課 

情報通信及びマルチメディア社会に
向け、知識の普及などインターネッ
ト利用により、ＩＴ活用の推進を図
る中で、来るべき社会に対応できる
環境づくりに努めています。 

「絵本コーナー」の充実を図り、幼
児の読書活動の推進を図ります。マ
ルチメディアコーナーとの融合を目
指し、市民の情報拠点施設として、
情報センターアテネの活用を図りま
す。 

白石市古典芸能
伝承の館  
碧水園 

生 涯 
学習課 

・子ども日本舞踊講座 
・琴講座 
・子供能楽教室 
・小 4 の日舞、茶道体験教室（全

クラス来館） 
・香道体験教室（年 1 回小学校へ

出張） 

学校・幼稚園・保育園と連携をとり
ながら、古典芸能、茶道等の伝統文
化の普及と伝承活動を行い、伝統文
化の振興を図るとともに、出張教室
など今後も事業を継続していきま
す。 

白石市図書館 
文化事業 

生 涯 
学習課 

子ども向けの事業を実施します。
・おはなしひろば（読み聞かせ会）
・ガーデニングひろば 
・手作り絵本講習会 
・図書館体験隊 
・おりがみひろば 
・読書感想文「さざんか」の発行な

ど 

引き続き子ども向けの事業を実施
し、図書館を利用するきっかけ作り
に努めます。また、ティーンズ通信
に加えて小学生向けの読書ガイドを
発行し、読書活動の支援をします。
読み聞かせボランティアの育成も進
み、人数も揃ってきたので活動の自
立を図り、より多くの小学校・保育
園等で読み聞かせを行えるようにし
ていきます。 

ＡＺ９ 
パスポート 
利用 

企 画 
情報課 

仙南２市７町の児童・生徒が、土・
日・祝日に、仙南広域圏の指定され
た生涯学習施設等を無料又は安価
で相互利用でき、余暇における生涯
学習の推進が図られています。 

より多くの児童・生徒に施設を利用
してもらい、余暇における生涯学習
の推進が図られるよう、さらにＰＲ
に努め事業を継続していきます。
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（２）子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備 

＜今後の方向性＞ 

いじめや不登校等の問題に対しては、今後も家庭、学校、関係機関で連携し、

早期発見、早期対応に努めます。 

また、子どもたちの学習意欲を高め、生きる力を身につける教育の実践や生徒

指導の充実に努め、良好な学校教育環境づくりを目指します。 

さらに、スポーツやレクリエーション活動を通じて、子どもの健全な精神や肉

体を育み、次世代を安心して預けられる人間性の育成を図ります。 

 

■具体的施策 

事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

いじめ・不登校等
の問題行動に対応
する相談体制づく
り 

学 校 
教育課 

6 校全部の中学校に、スクールカ
ウンセラーを配置して、生徒、教
諭、保護者の相談に応じています。
 

不登校、いじめ等の未然防止対策
を講じる手立てとして、子ども支
援ボランティアの人材確保と研修
会の充実、また、学校、地域、家
庭との情報共有による早期発見、
早期対応を図ります。 

白石市子ども支援
ボランティア 

学 校 
教育課 

経験で培った知識や技能を生かし
て、不登校で悩む子どもや保護者
の話し相手になったり､子どもと
一緒に活動するなど、不登校状態
の改善を図ります。 
また､他のボランティアや学校と
の交流や研修を深め、連携・協力
を進めながら不登校児童生徒や保
護者への支援の充実を図ります。

学校との連携を図りながら児童生
徒の支援を図ります。ボランティ
アの研修により質的向上を図りま
す。 

わんぱく少年教室 生 涯 
学習課 

ジュニア・リーダー養成のための
事業と位置づけ、小学校高学年を
対象に、キャンプ・レクリエーシ
ョン・ニュースポーツなどの体験
学習を行います。 

単独事業での展開だけを考えず、
市で行っている他の事業との連携
を模索しながらより参加者が楽し
めるようなプログラムを展開して
いきます。 

青少年相談センタ
ー事業 

学 校 
教育課 

電話や来所による不登校、学校で
の人間関係、問題行動、家庭の問
題、いじめ､非行などの相談を受
けつけています。 

相談内容が多様化、複雑化してき
ているので、スクールカウンセラ
ー等との連携を強化し、ニーズに
対応できる支援体制を構築してい
きます。 

ニュースポーツ 
推進事業 

生 涯 
学習課 

・シャフルボード教室 
・小学生シャフルボード大会 
・スポーツチャンバラ教室（市内

小学生対象） 
・スポーツチャンバラ研修会（指

導者育成） 

ニュースポーツ移動教室の周知を
図り、多くの学校で開催できるよ
うに努め、シャフルボードやスポ
ーツチャンバラといったニュース
ポーツの啓蒙を図ります。 
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事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

地域・家庭と学校
との連携協力によ
る学校の活性化 

学 校 
教育課 

特色ある学校づくり：学校の実情
や地域社会の実態を考慮して自校
研究主題を設定し、児童生徒の豊
かな心を育むための活動を創意工
夫して取り組んでいます。 
学校評議員会制度：地域社会から
の支援・協力を得て、地域に信頼
される開かれた学校づくりを推進
し、地域社会と一体となって、学
校が抱える教育課題に対処してい
きます。 

これまでと同様に評議員の選出に
ついては広い視野に立ち、同じ人
に偏らないように努めていきます。

情報教育の推進 管理課 情報教育環境の整備充実（ＰＣ児
童生徒１人１台の配置、インター
ネット接続環境の充実、校内ＬＡ
Ｎの充実、学習ソフトウェアの充
実） 
情報教育を担う人材の育成 

補助事業等で充実を図ります。 

小・中学校生徒 
指導対策 

学 校 
教育課 

年２回、生徒指導問題対策会議を
開き、いじめ、不登校、暴力行為
など、生徒指導上の問題行動への
対処について具体的方策を立てま
す。 

生徒指導に関する事例を通して、
学校や家庭、地域の役割を明確に
するとともに、健全育成という視
点で連携していきます。「子ども
を育てるヒント集」の内容改訂と
活用を図ります。 

発達障害等支援・
特別支援教育総合
推進事業 

学 校 
教育課 

障害のある子ども及びその保護者
に対する相談及び支援を行うため
の教育相談のシステム化を推進
し、教育・福祉・保健・医療・労
働等が一体となって、生涯にわた
り相談及び支援を推進していきま
す。 
すこやか相談支援機関一覧と個人
ファイル「すこやか相談」の活用
を啓発していきます。 

継続的個別支援体制の整備と特別
支援教育コーディネーター連絡会
の活性化を図ります。 
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（３）家庭や地域の教育力の向上 

＜今後の方向性＞ 

家庭や地域の教育力の向上に向け、家庭、学校、地域の連携強化により、地域

全体で次世代育成を支援する機運の醸成や有害環境の浄化など、健全な育成環境

づくりを推進します。 

また、食育の実践を通して、子どもたちの心身の健康の増進と豊かな人間性を

身につけられるよう、家庭、地域が一体となった食育の取組を推進します。 

 

■具体的施策 

事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

環境浄化活動 学 校 
教育課 

有害図書、ビデオなど自動販売機設
置か所や台数を調査し、関係機関と
連携して撤去運動をします。関係機
関と協力し合って有害広告物撤去
活動をしています。 

継続的な取組によって有害広告物
が激減し、きれいなまちづくりに貢
献しています。今後、地域活動とし
ての位置づけを望みます。 

スポーツ施設の
使用料の減免 

都 市 
整備課 

各公園内有料スポーツ施設の使用
料を、中高校生（部活動での使用に
限る）が使用する場合に限り、３割
減免とし使用しやすくしています。

使用料の減免を通じて、子どものス
ポーツ教育活動の支援を継続して
いきます。 

みらい子育て 
ねっと 
（母親クラブ） 

子ども 
家庭課 

①親子及び世代間交流文化活動（老
人施設慰問） 

②児童養育に関する活動（子育て休
憩室「とんとん」・会員研修）

③児童の事故防止のための奉仕活
動（児童公園安全・防犯点検）

④児童館日曜等開館活動（こどもま
つり・土曜ひろば） 

⑤その他児童福祉の向上に寄与す
る活動（新一年生へのプレゼント）

児童館や地域と連携し、子どもたち
のための様々な活動を通じて親子や
地域、異世代間のつながりを深め、
さらなる会員増加に努めていきま
す。 

あいあい広場 子ども 
家庭課 

公民館（大平・斎川）などで、手作
りおもちゃなど、楽しく遊べる環境
作りに配慮し、親と子の温かなふれ
あいを目的に開設しています。 
地域を越えて交流しながら、いろい
ろな人とふれあうことで、子育てし
ている親・祖父母同士のつながりを
築いていけるような雰囲気づくりを
しています。 

地区の公民館などへ出向き、親や祖
父母と子どもが楽しく遊べる広場を
開設し、温かなふれあいが実感でき
るように支援していきます。 

市民活動拠点の
充実とまちづく
り情報の提供 

企 画 
情報課 

白石市民活動支援センターにおけ
る市民活動や情報交換の場、学習機
会の提供など支援機能を市民団体
の主体的な関わりにより充実しま
す。 

今後も、市民の自発的な活動を促進
させるために、白石市民活動センタ
ーなどの市民活動の場のＰＲや、や
る気応援事業などの支援情報の提
供をさらに強化していきます。 

市民活動支援 
システムの整備 

企 画 
情報課 

市民活動の促進･支援・交流を目的
として、市民団体等と連携しながら
活動資金･備品を提供するなどの支
援システムの整備を行います。 

今後も、市民のやる気を引き出せる
よう、「やる気応援事業」のＰＲに
努め、多くの活動団体に活用しても
らえるようにしていきます。 

食育の推進 健 康 
推進課 

白石市食育推進プランに基づき、食
育の推進を行います。 

食育に係わる部門、部署において実
践される事業の集約を行い各課と
連携をとりながら全体的に食育を推
進してまいります。 
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＜基本目標４＞ 生活環境の整備・安全の確保 

－ 現況と課題 － 

子どもがのびのびと、健やかに育っていくためには、子どもや子育て家庭が安

心して外出し、安全に過ごすことができる環境づくりが求められます。 

安心して通行できる道路整備や安全に利用できる公園整備、子どもが良く利用

する施設の安全対策など、子どもの視点、子育て家庭の視点に立った都市基盤整

備を推進する必要があります。 

また、子育て家庭がゆとりを持って生活することができるよう、子育てに配慮

した公営住宅の供給や多子世帯に対する優先入居等を今後も継続していく必要が

あります。 

一方、子育てニーズ調査によると、子育てをする上で、地域全体に望むことは、

「子どもが危険な目に遭いそうなときは手助けや保護をしてほしい」という回答

が最も多くなっています。専門家だけが対策を講じるのではなく、家庭、地域、

関係機関、行政が一体となって、子どもが交通事故や犯罪等に遭わないよう、声

かけや見守り、巡回パトロール等を強化し、安全な地域環境の形成を目指してい

く必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.1

31.4

30.2

20.1

8.0

7.8

5.1

1.9

0% 10% 20% 30% 40%

公園

いずれも利用しない

図書館

体育施設（プールも含む）

児童館

公民館・コミュニティーセンター

その他

無回答

よく利用する公共施設（小学生） 

子育てする上で地域全体に望むこと（就学前児童保護者） 

81.2

68.8

42.4

39.0

24.1

23.7

22.2

3.8

3.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが危険な目に遭いそうなときは手助けや保護をしてほしい

子どもが良くないことをしているのを見かけたときは、注意してほしい

出会った時に気軽に声をかけあうなど、子どもにかかわってほしい

子ども連れで交通機関や施設を利用する時に困っていたら手助けしてほしい

子どもを対象とした遊びや活動などにかかわってほしい

育児などで困ったことがあった場合には相談に乗ってほしい

緊急の用事などの時に一時的に子どもを預かってほしい

特にない

その他

無回答
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（１）安全・安心まちづくりの推進 

＜今後の方向性＞ 

今後も行政と学校、地域、関係団体が一体となって、子どもたちを事件や事故、

災害等から守る取組を推進していきます。 

また、安心して子育てできる環境づくりを目指して、安全な道路環境整備や公

園の適正な維持・管理、ゆとりある住環境づくりなど、生活環境全般の充実に取

り組んでいきます。 

 

■具体的施策 

事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

街頭巡回指導 学 校 
教育課 

青少年相談センター16 名が、２名
一組となりほとんど毎日子どもた
ちの下校時間帯以降や塾の帰り時
間帯に、市街地や大型店舗、たま
り場になりやすい公園等を巡回し
指導したり、愛のひと声をかけて
います。 

「愛の一声」が非行防止推進に役
立っています。関係機関や団体と
の連携で効率的な活動にしていき
ます。 

幼児交通安全 
教室 

生 活 
環境課 

市内の幼稚園・保育園において交
通指導隊による交通安全教室を実
施し、幼児の交通安全意識の向上
を図っています。 

交通事情の変化や、各保育園毎、
地域ごとの危険要素の違いを考慮
した指導を継続し、交通安全の意
識の向上を図ります。 

新入学児童の交
通安全指導 

生 活 
環境課 

市内各小学校の一日入学時に、親
子それぞれを対象とした交通安全
講話の実施と交通安全ランドセル
カバーの配布を行います。 

年々変化する交通事情や、学校ご
との通学路の特性による危険要素
の違いを考慮した指導内容を継続
し、通学時等の交通安全の充実を
図ります。 

市内小中学校交
通安全教室 

生 活 
環境課 

市内の小中学校において市交通指
導隊員による交通安全教室を実施
します。 

各学校との協力により年々変化す
る交通事情や、学校ごとの通学路
の特性による危険要素の違いを考
慮した指導を継続し、児童・生徒
の交通安全意識の向上を図ります。

防犯体制の充実 生 活 
環境課 

防犯意識の啓発と防犯運動の推進
により、全市的な防犯機運の盛り
上げを図るとともに、犯罪の起こ
りにくい環境を整備（自主的防犯
組織の充実強化、防犯キャンペー
ンの実施、防犯灯の設置）し、市
民が安心して暮らせる生活環境の
実現に努めます。 

声がけ運動の実施（隣近所、登下
校時等）や防犯グッズの効果的活
用の推進を継続し、地域の防犯
力・防犯意識の向上を図り、安心
な社会環境の構築を図ります。 

幼年消防クラブ
の育成 

生 活 
環境課 

市内の全保育園８園、私立幼稚園
１園に結成されており、幼年期か
らの防火意識の向上を図っていま
す。 

白石市消防出初式や各地区消防演
習に参加し、幼児期における防火
教育を進めることで、本人及び家
庭、地域での防火体制の強化を図
ります。 

沖の沢郡山線 都 市 
整備課 

田町三丁目（旧国道４号９から旭
町五丁目までの整備区間（延長
1,220ｍ）の都市計画道路を整備
します。 

事業の平成 22 年度完成を目指し
て、計画的に整備を進めていきま
す。 
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事業名等 担当課 内容 平成 26 年度に向けて 

市道改良整備事業 建設課 ・狭隘道路の拡幅する道路改良
工事 

・排水機能向上及び道路幅員を
保する側溝改良工事 

・老朽化舗装を改修する道路舗
装工事 

地域活力基盤創造交付金事業に
よる国の補助制度を取り込みなが
ら、財政的制約のある中で効果を
発現していきます。なお、交付金
事業対象外の路線については、現
状を維持していきます。 

スクールゾーン内
危険ブロック塀等
除却事業 

建設課 スクールゾーン内の通学路に面し
たブロック塀等の除却に要する費
用を助成する事業です。 

平成 22 年度終了予定です。 

公園灯･バリアフリ
ートイレ等の設置 

都 市 
整備課 

公園灯･バリアフリートイレ等の
設置を継続していきます。 

市内 75 か所の公園環境の現状を
再点検して、財政状況を踏まえ施
設の整備に努めていきます。 

白石市営住宅第三
子優先入居制度 

建設課 満 18 歳未満の子が３人以上いる
世帯が、市営住宅への入居を希望
した場合、一般世帯に先立ち優先
的に選考して入居できる制度で
す。 

対策の一環として、一層の制度の
活用を図っていきます。 

スクールパトロー

ル（通学路巡視） 

学 校 
教育課 

生徒・児童の登下校時に通学路を
巡回及び交差点等に立ち、生徒・
児童の安全を見守ります。 

登下校する生徒・児童に声をかけ、
安全指導を行っていきます。 
ボランティア登録の増加を図りま
す。 

市内公園等遊具 
一斉点検 

都 市 
整備課 

遊具点検を地域ぐるみで恒常的に
取り組むことで、子どもたちが安
全で安心な環境づくりを図ること
を目的に、市内遊具設置施設の安
全点検を行います。 

一斉点検を継続的に行うことで地
域ぐるみで関心を持ち、子どもの
安全を確保していきます。 

生 活 
環境課 

 
 

電子メールを使用して、火災や地
震などの、災害情報を配信します。
※要登録 メールアドレス：
shiro-i@posh.jp 

迅速かつ的確な情報発信に務め、
事業を継続していきます。 

しろいし安心 
メール 
 
 
 

学 校 
教育課 

市内の保育所、幼稚園、小・中学
校に通園通学している保護者に、
一斉に連絡する必要のある情報
（危機管理に関する情報や子ども
の安全に関する情報）を配信しま
す。※要登録（メールアドレス：
は、お子さんの通園通学している、
各園・学校にお問い合わせくださ
い。） 

迅速かつ的確な情報発信に務め、
事業を継続していきます。 
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２．後期計画の推進に向けて 

（１）行政機関の連携強化 

次世代育成支援行動計画は、児童福祉のみならず、保健、医療、教育、まちづ

くり、住宅など広範囲にわたる子育て支援に関する総合的な計画です。 

このため、庁内の各関係部署間の連携を強化し、全庁的に施策を推進するとと

もに、保健センターや教育機関、警察等の関係機関、県、近隣市町村とも協力体

制を構築し、市の隅々まで行きわたる、適切な計画の推進を図ります。 

 

（２）子どもネットワーク連絡協議会の充実強化 

本市では、子ども家庭課を中心とした「白石市子どもネットワーク連絡協議会」

が結成されており、市民のニーズに応じた、適切な子育て支援が行き届くよう、

各関係機関の連携を強化し、対応を図っています。 

子育て支援と一口にいっても多様なサービスがあり、これらを効果的・効率的

に提供していくためにも、今後も横のつながりを強化し、総合的な取組を推進し

ていきます。 

また、計画の進捗状況の把握に努め、計画的な事業の推進を図ります。 

 

（３）市民の参画や地域との連携 

この計画を実効性のあるものとするためには、市単独の力だけでは限界があり、

市民と行政の協働により、施策を推進していく必要があります。 

また、子育て支援は、保育園や幼稚園、学校といった子育て支援関係者だけが

一手に担うものではなく、これらはあくまでも子育て支援サービスを提供する中

心的な存在であり、市民の一人ひとりが子育て支援の担い手であるという考えの

もとに、自主的・積極的な活動をしていくことが理想であり、市民の子育てへの

参画と身近な応援で、子育て支援の輪が広がるまちづくりを推進します。 

 

（４）市民への PR 

この計画を企業や市民一人ひとりの理解と協力を得るためにも、本計画の趣旨

や理念、施策の内容等を市ホームページ、市広報、パンフレット等で PR し、周

知を図ります。 
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◇◆ 白石市子どもネットワーク連絡協議会 イメージ図 ◆◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


